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会議次第 

１ 開 会 
 

２ 議 事 

（１）次期さがみはら都市経営指針について 



審  議  経  過 

１ 開会 

定足数及び傍聴者の確認を行い、経営評価委員会を開会した。 

主な内容は次のとおり。 

 

２ 議事 

（１） 次期さがみはら都市経営指針について 

事務局より、次期さがみはら都市経営指針骨子案について説明を行った後、

次期都市経営指針の名称が決定し、その他の事項は、次回の委員会において継

続審議とされた。 

【承認事項：次期都市経営指針の名称】 

「さがみはら行財政改革推進指針～持続可能な都市経営に向けて～」（以下、「行

財政改革推進指針」という。） 

 

（以下、質疑応答・意見交換 ○は委員の発言、●は事務局の発言） 

〇 現在の都市経営指針のうち、「市民協働の推進」及び「公民連携の推進」は、行財

政改革推進指針において、どのような方向となるのか。 

● 「市民協働の推進」は、次期総合計画や各個別計画において進行管理及び評価を

行うこととなる。ただし、行財政改革推進指針についても市民協働の視点は重要で

あるため、要素は含んでいきたい。 

● 「公民連携の推進」は、行財政改革推進指針に含んでいる。 

〇 市民協働提案制度は継続されるのか。 

● 行財政改革推進指針に関係なく、市として、市民協働の推進に関する取り組みは

継続していく。事業が後退するということではない。 

〇 「不断の行財政改革を進める」とあるが、市として必要な事業を精査し、無駄を

省いていくことが重要となる。市民にも我慢をしてもらうことにもなるが、行政と

してそのようなことを市民に伝えていくことも必要。 

〇 総合計画にゆだねる項目があるが、総合計画から引き取る事業はあるか。 

● 総合計画から引き取る事業はない。総合計画に行財政運営が政策となったことか

ら、当該政策に合わせて、行財政改革推進指針はスリム化を図りたいと考えている。 

〇 近年、行政が、サービスプロバイダーからコーディネーターに変化していくこと

が研究されてきている。財政、人材等が減っていく懸念から、行政が担当しなけれ

ばいけない部分と民間やＮＰＯ、市民等に任せていくことも考えられている。 

● 事業の役割分担は重要であると考えている。「多様な主体との共創の推進」に含め

ていくことや、ひとつの項目として取り上げることも議論して決めていきたい。 

 



〇 「不断の行財政改革」は、コストカットという印象を持ちやすい。役割分担の見

直しは、コストカットではなく、サービスを維持しつつ、市民を含め、皆さんで考

え、役割を分担していきましょうということなので、記載方法については再検討が

必要と考える。 

〇 地域の若者を活用していくことも重要と考える。 

〇 人口減少等の影響で、公立小中学校では、児童生徒の減少で、校舎内にも空き室

等が増えている。教育施設であり、簡単ではないと思うが、有効活用なども検討が

必要。 

● 行財政改革推進指針で、格上げした「公共施設マネジメントの推進」では、学校

の統廃合や空き施設の有効活用は検討していくこととなるし、重要となる。 

〇 財政基盤の強化として、将来の税収を確保していくための攻めの姿勢も必要で、

戦略を載せていくこともしていく必要がある。 

〇 個々の施設マネジメントも必要であるが、ひとつの施設で複数の機能を持たせる

ことで、他の施設の必要性がなくなるなど、全体を包括した施設マネジメントも重

要である。 

〇 コストカット等のマイナスイメージに関する記載以外にも、例えば、施設が減っ

てもサービスは充実していくというような、ポジティブな部分も記載していく必要

がある。 

〇 政策１７「持続可能な行財政運営」ということの、「持続可能な」という点をポジ

ティブに捉え、様々な取り組みをしていくというメッセージを５つの指針の中にう

まく取り込めればと思う。それは、文言なのか、攻めの姿勢なのか、選択と集中な

のか、議論を深め、伝わるように策定していくのだと思う。 

 
３ 閉会 

全ての審議が終了し、閉会した。 
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